
議案第１ １４号

平成 ２９ 年度水Ｆ ・勝 Ｆ日都市計画ひたちなか市なｊｔ下水道

事業特ｌｊ会計補ｉＥ予算 （第 １号）

平成２９年度ひたちなか市の水Ｆ・ 勝｜ヨ目都市計画ひたちなか市ぬｊｉ下水道事業Ｓ＝５ｊｌｌ会計補ｉＥ予算は，

次に定め ると ころによ る。

（歳入歳出予算の補ｉＥ）

第１ 条　歳入歳ａｊ予算の総額に歳入歳出それぞれ２　５， ００ ０千 Ｆ９ を１１加 しレ歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ ５， ６５ ７， ５２ ６千Ｆｊ と定める。

２　 歳入歳けｉ予算の補ｉＥの款項の区分ｊａび肖該｜ヌ：分ごとのを額並びに補ｉＥ後の歳入歳莖予算の４額は，

「第 １表，歳入歳ｉ予算補ｉＥ」に よる。

（債務負担む為の補‾ｉ＿Ｅ）

第２ 条　債務負ｍ行為 のｉ自加 は， 「第 ２表　債務負担行為補ｉＥＥ」に よる。

（１ｉ方債の補‾を）

第３ 条　 ｊｌ力債の変ｊｌ は， 「第 ３表　 Ｊｔｔｌ方債補ＪＥ」 によ る。

平成 ２９ 年１ ２１　 １日　 提ｉ

平成　　年　　１ 日　 議決

ひた ちなか市長　　 本　 回　源　基

－１－



款

３． 国庫支出金

５。 繰越金

７。 市債

歳 入

款

１． ぬ４下水道事業費

歳 出

第１ 表　歳入歳出予算補ｉＥ

（歳　 入）

項

１。 回章補助金

１。 繰越を

１ 市債

合 計

（歳　 出）

補ｊＥ前の額

６４３， ５５５

６４３， ５５５

６， ０００

６， ０００

１， ８６２， ７００

１， ８６２， ７００

５， ６３２， ５２６

項

２。 下水道建鼈費

合　　　　計

補‾Ｅ前の額

２， ９２０， ５１６

２， ０６ １， ９４１

５， ６３２， ５２６

２

補ｍ額

０
　
０

２８，７００

２８，７００

△３，７００

△３，７００

２５，０００

補ｍ額

２５，０００

２５，０００

２５，０００

（単位　千Ｆ９）

計

６４３， ５５５

６４３， ５５５

３４，７００

３４，７００

１， ８５９， ０００

１， ８５９， ０００

５， ６５７， ５２６

計

２， ９４５， ５１６

２， ０８６， ９４１

５， ６５７， ５２６



第２ 表　債務負担行為補：ｉＥ

（追　加）

事

下水浄化センター維持管ぎ業務委託事業

高揚ｍ水１１易幹線ま備本業

項

（単位千日）

期　　　間　　　　 ほ産額

平成２９年度から平成３２年度まで　　６６０， ６４０

平成２９年度から平成３０年度まで　　１００， ０００

（変　 ぞ）

起債の目的

ぬ共下水道汚

水事業費

ぬ４下水道雨
水事業費

補

第３ 表　地方債補‾Ｅ

ｌＥ 前 補 ｌＥ

ヘヘ

（単位千 Ｆ９）

後

ほ度 額ｔ債ぶ　利　 率　 償ａの方法ほ 度額 回債ぶ利 率ｙ（１
普ａ貸　 ５．０Ｓぶ内
借‾叉は証（ただし， 利率 ついては，そ

券ミ１行　見直し力式で の羝資条イ牛に
（ただし，借り入れる政　より，銀行その
証券発行 府資金ｊｌびｊｉ ｔの４合に
の場合に 方ぬ共団体金 は， その債権

９５５， ７００おいて発融機構資金に者と協定する
行価格が ついて， 利率　ところによる。
額面を額 の見直しを　 ただし， 市財
を下回る 行った後にお 政の都合によ
ときは，　 いては， 售該　り据置期回ａ
それぞれ 見直し後の利 び償ａ期 限を

のミ１行価率）　　　　 縦縮し， 又は
格差減額　　　　　　　繰上償Ｓ若し
をａめる　　　　　　　 くは低利 に借
ために必　　　　　　　 り換えることが

要な４額　　　　　　　 できる。

を限度額

に加算し
１４２， ５００た金額を

限度額と

する）

－３－

９３６， ６００

１５ ７， ９００

補ミ前に 補‾を前
同じ　　　に同じ

補ｉＥ前
に同じ




